
第
57
回
定
時
総
会
を
振
り
返
っ
て

関
東
沖
縄
経
営
者
協
会
第
57

回
の
定
時
総
会
が
無
事
終
了
致

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く

中
で
は
あ
り
ま
す
が
最
善
の
対

策
を
心
が
け
１
０
０
名
以
上
の

参
加
者
が
集
い
盛
会
と
な
り
ま

し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

定
時
総
会
で
は
、
前
期
の
活
動
報
告
と
今
年
の
事

業
活
動
方
針
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
採
択
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
２
部
で
は
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
東
良
和
様
に
よ
る
「
コ
ロ
ナ
地
獄

か
ら
の
Ｖ
字
回
復
実
行
中
！
観
光
が
脆
弱
だ
と
は
言

わ
せ
な
い
！
」
と
の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
、
会
員
は
じ
め
来
場
者
の
方
々
の
や
る
気
ス
イ

ッ
チ
に
火
を
つ
け
る
と
同

時
に
深
い
感
動
を
与
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
懇
親

会
で
は
ご
来
賓
の
方
々
よ

り
お
祝
い
の
挨
拶
を
賜
り
、

嬉
し
い
お
言
葉
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
き
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル

さ
ん
や
焼
肉
金
城
さ
ん
か

ら
と
て
も
た
く
さ
ん
の
ビ

ー
ル
や
お
肉
を
頂
戴
し
、

ま
た
そ
の
他
景
品
に
つ
き
ま
し
て
も
会
員
等
皆
様
か

ら
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
を
盛
り
上
げ

て
く
だ
さ
っ
た
赤
嶺
姉
妹
、
東
風
平
高
根
チ
ー
ム
の

み
な
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
、
会
員
、
参
加
下
さ
っ
た
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
送
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん

へ
重
ね
重
ね
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
東
沖
縄
経
営
者
協
会　

会
長　

新
垣　

進
乾杯
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顧
問　

重
田　

辰
弥

「
関
東
沖
縄
経
営
者
協
会
」
総
会
で
の

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
東
会
長
に
よ
る
講
演

7
月
26
日
、
神
保
町
の
日
本

教
育
会
館
（
喜
山
倶
楽
部
）
で

関
東
沖
縄
経
営
者
協
会
の
第
57

回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
後
、
沖
縄
ツ
ー
リ
ス

社
の
東
良
和
会
長
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

蔓
延
で
多
く
の
企
業
が
経
営
苦
悶
す
る
中
い
か
に

経
営
を
死
守
し
、
回
復
し
た
か
の
東
会
長
の
経
験

談
で
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
地
獄
の
底
か
ら
Ⅴ
字
回
復
実
行
中
！
観

講
師　

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役
会
長　

東 

良
和
様

光
が
脆
弱
だ
と
は
言
わ
せ
な
い
！
」
と
の
題
目
通
り
、

経
営
者
と
し
て
の
不
況
へ
の
奮
戦
談
は
こ
の
日
の

１
０
０
人
を
超
え
る
出
席
者
に
多
く
の
感
動
と
教
訓

を
与
え
ま
し
た
。
ご
多
忙
な
中
、
わ
ざ
わ
ざ
沖
縄
か

ら
の
上
京
講
演
の
東
会
長
様
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

私
が
関
東
沖
縄
経
営
者
協
会
長
を
務
め
た
折
、
新

橋
に
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
社
の
東
京
支
社
が
あ
り
ま
し
た

が
、
協
会
の
定
時
理
事
会
で
し
ば
し
ば
利
用
さ
せ
て

頂
く
等
々
種
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
講

演
に
先
立
ち
私
は
新
垣
会
長
の
指
示
に
よ
り
恐
縮
な

が
ら
“
早
稲
田
大
学
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｌ
に
就
職
、
コ
ー
ネ
ル

大
学
（
経
営
大
学
院
）に
留
学
”
し
た
華
麗
な
東
会
長

の
経
歴
を
紹
介
、
挨
拶
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

講師の東 良和様

総会・懇親会・講演会の参加者
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会
員　

東
風
平　

高
根

伝
説
の
始
ま
り
は
、
後
悔
か
ら
。

『
自
分
を
疑
え
よ
。

出
来
て
る
と
思
う
な
。

何
百
回
、
何
千
回
、

台
本
を
読
め
。
本
番

始
ま
っ
て
も
、
千
秋

楽
ま
で
自
分
を
疑
え
。

で
な
き
ゃ
成
長
し
ね
ー
ん
だ
よ
』
こ
れ
は
、
演
出
家

蜷
川
幸
雄
さ
ん
の
言
葉
だ
。
無
謀
に
も
、
今
年
に
入

り
音
学
劇
団
Ｒ
３
２
９
を
立
ち
上
げ
、
10
月
の
旗
揚

げ
公
演
に
向
け
て
、
今
ま
さ
に
稽
古
真
っ
最
中
だ
。

劇
団
員
6
名
中
3
名
が
芝
居
経
験
ゼ
ロ
。
ち
ょ
こ
っ

と
か
じ
っ
た
程
度
の
僕
は
、
初
め
て
脚
本
を
書
き
座

長
と
し
て
意
気
揚
々
と
初
稽
古
に
臨
ん
だ
。
今
回

演
出
を
し
て
く
れ
る
の
は
、
舞
台
経
験
30
年
の
石
井

咲
。
彼
女
の
曽
祖
父
は
日
本
に
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
を
伝

え
た
石
井
漠
と
言
う
の
だ
か
ら
筋
が
ね
入
り
の
舞
台

師
だ
。

な
め
て
た
。
完
全
に
な
め
て
た
。
で
き
な
い
。

何
一
つ
で
き
な
い
の
だ
。
セ
リ
フ
を
言
う
こ
と

の
難
し
さ
。
自
分
で
書
い
た
脚
本
な
の
だ
か
ら
、

自
分
が
演
じ
た
ら
う
ま
く
で
き
る
だ
ろ
う
と
考

え
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
全
く
で
き
な
い
の
だ
。

稽
古
を
始
め
て
1
週
間
程
す
ぎ
て
、
後
悔
し
始

め
た
。
平
均
年
令
51
歳
の
僕
ら
の
挑
戦
は
無
謀

だ
っ
た
。
ま
だ
間
に
合
う
、
や
め
た
方
が
い
い
。
僕

ら
は
、
全
く
未
知
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
の
だ
。

昨
年
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ち
む
ど
ん
ど

ん
」
を
ご
覧
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
？
沖
縄
本
土
復
帰
50

年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
劇
団
を

作
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が
こ
の
朝
ド
ラ
「
ち
む
ど

ん
ど
ん
」
な
の
だ
。
見
る
側
で
な
く
、
演
じ
る
側
に
な

り
た
い
。
沖
縄
を
題
材
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
う

ち
な
ん
ち
ゅ
と
し
て
う
ち
な
ん
ち
ゅ
を
演
じ
た
い
。

僕
は
芝
居
の
プ
ロ
で
は
な
い
が
、
う
ち
な
ん
ち
ゅ
の

プ
ロ
だ
。
よ
し
、
劇
団
を
作
ろ

う
！行

動
が
早
く
て
褒
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
脳
み
そ
を
通
さ
な

い
浅
は
か
な
決
断
は
、
時
に
痛
い

目
に
遭
う
。
今
、
ま
さ
に
痛
い
目

に
遭
い
な
が
ら
、
恐
怖
の
初
公
演

に
む
け
て
、
真
っ
青
な
顔
し
て
稽
古
に
励
ん
で
る
。

こ
ん
な
素
人
た
っ
ぷ
り
の
芝
居
で
も
、
皆
様
に
見

て
も
ら
い
た
い
と
願
う
の
だ
。
苦
し
ん
で
産
ん
だ
我

が
子
を
愛
お
し
く
思
う
の
だ
。
笑
わ
れ
る
覚
悟
も
出

来
て
る
。
揶
揄
さ
れ
る
覚
悟
も
出
来
て
る
。
よ
せ
ば

い
い
の
に
！
わ
か
っ
て
る
。
多
分
わ
か
っ
て
る
。
ど

ん
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
も
初
め
て
が
あ
る
よ
う
に
、

僕
ら
の
遅
す
ぎ
る
初
め
て
も
、
き
っ
と
い
つ
か
良
か

っ
た
と
言
え
る
日
が
来
る
よ
ね
。

音
楽
劇
団
Ｒ
３
２
９
初
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
は
、

横
浜
ミ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、
10
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
求
め
は
、
東
風
平
高
根
ま

で
。
こ
の
始
ま
り
が
い
つ
か
伝
説
と
な
る
日
を
信

じ
て
！
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沖
縄
グ
ラ
フ　

山
川　

夏
子

快
挙
！！
ち
ゅ
ら
ゆ
〜
な
株
式
会
社　

地
域
食
品
産
業
貢
献
賞
受
賞

（
日
本
食
糧
新
聞
社
主
催
）

日
本
の
食
品
・
流
通
産
業
の

繁
栄
・
発
展
・
進
歩
・
進
化
を

目
指
し
、
優
れ
た
「
第
27
回
業

務
用
加
工
食
品
ヒ
ッ
ト
賞
／
外

食
産
業
貢
献
賞
」（
主
催
：
日
本

食
糧
新
聞
社
、
後
援
：
農
林
水
産
省
）
の
授
賞
式
が
９

月
14
日
、
新
橋
第
一
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
毎
年
同

日
に
表
彰
さ
れ
る
日
食
優
秀
食
品
機
械
・
資
材
・
素

材
賞
（
第
26
回
）、
「
地
域
食
品
産
業
貢
献
賞
（
第
11

回
）」
に
当
会
会
員
社
「
ち
ゅ
ら
ゆ
～
な
株
式
会
社
（
近

藤
ゆ
う
な
社
長
）」
が
選
出
さ
れ
た
。
選
考
は
伊
是
名

島
で
採
れ
た
生
も
ず
く
な
ど
、
沖
縄
各
種
食
材
の
普

及
に
尽
力
し
た
こ
と
が
受
賞
理
由
と
な
っ
た
。
同
賞

で
は
沖
縄
初
の
快
挙
。

同
賞
は
地
域
食
品
産
業
貢
献
、
ヒ
ッ
ト
商
品
地
域

貢
献
、
地
域
食
品
流
通
貢
献
、
地
域
食
品
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
貢
献
な
ど
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
社
会
発

展
等
に
大
き
く
貢
献
す
る
業
績
や
、
功
績
の
先
駆
的

事
例
と
な
る
優
良
企
業
を
、
日
本
食
糧
新
聞
社
の
全

国
8
支
社
局
と
本
社
が
推
薦
し
た
企
業
か
ら
同
社
の

地
域
食
品
産
業
貢
献
賞
選
考
委
員
会
が
選
定
す
る
も

の
。
授
賞
式
で
近
藤
ゆ
う
な
社
長
は
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
謝
辞
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
伊
是
名
島
の
も

ず
く
に
対
す
る
思
い
や
事
業
化
の
思
い
出
、
様
々
な

商
品
開
発
を
行
い
市
場
開
拓
を
お
こ
な
う
同
社
の
歩

み
を
紹
介
し
な
が
ら
、
今
後
も
賞
を
励
み
に
精
進
し

て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

主
催
者
の
㈱
日
本
食
糧
新
聞
社
の
今
野
正
義
代
表

取
締
役
会
長
は
ち
ゅ
ら
ゆ
～
な
社
が
選
定
さ
れ
た
理

由
に
「
モ
ズ
ク
が
沖
縄
で
温
か
い
味
噌
汁
の
具
に
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ち
ゅ
ら
ゆ
～
な
社
の
伊
是
名
島

も
ず
く
の
紹
介
で
初
め
て
知
っ
て
、
美
味
し
さ
に
び

っ
く
り
し
た
。
観
光
客
が
知
ら
な
い
食
べ
方
を
紹
介

し
て
、
も
ず
く
に
興
味
が
わ
い
た
。
伊
是
名
島
は
ど

こ
に
あ
る
か
と
東
京
の
小
学
生
に
聞
い
て
も
誰
も
知

ら
な
い
。
沖
縄
本
島
か
ら
さ
ら
に
遠
い
、
伊
是
名
島
の

モ
ズ
ク
を
東
京
で
知
っ
て
も
ら
う
の
は
大
変
な
こ
と
。

『
食
』
は
人
を
良
く
す
る
と
書
い
て
食
。
沖
縄
の
小
さ

な
島
か
ら
出
て
き
た
社
長
は
ど
ん
な
人
か
と
思
っ
た
ら

食
べ
る
の
が
大
好
き
な
女
性
で
、
元
気
に
頑
張
る
姿
や

彼
女
の
声
を
聴
い
て
い
る
と
、
応
援
し
た
い
！
と
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
。
ち
ゅ
ら
ゆ
～
な
社
の
奮
闘

す
る
心
打
た
れ
た
。
実
は
今
回
の
受
賞
社
の
中
で
も

っ
と
も
小
さ
な
会
社
。
今
後
の
期
待
を
込
め
て
選
出

し
た
。
沖
縄
を
応
援
し
て
い
ま
す
！
」
と
満
面
の
笑
顔

で
ち
ゅ
ら
ゆ
ー
な
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

受賞スピーチを行う
近藤ゆうなちゅらゆ～な社長。

授賞式のパーティ会場の伊是名島のもずくブースの前で
近藤ゆうな社長、主催者の今野正義日本食糧新聞代表取締役会長ＣＥＯ、

新井ゆたか消費者庁長官も沖縄女性の挑戦を応援！
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東
京
歴
史
探
訪
②

中
村
　
由
樹

〜
有
楽
町
〜 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

前
号
掲
載
後
、
反
響
が
す
ご
か
っ
た
の
で

再
度
お
願
い
し
ま
し
た
！！

色
々
な
顔
を
持
つ
有
楽
町
の

街
で
す
が
、
朝
日
新
聞
社
を
は

じ
め
、
報
知
、
毎
日
、
読
売
、

サ
ン
ケ
イ
な
ど
、
戦
前
戦
後
に

か
け
て
新
聞
社
が
多
数
あ
っ
た

街
で
し
た
。
明
治
の
頃
か
ら
記
事
の
原
稿
は
、
取
材

先
か
ら
有
楽
町
の
社
屋
に
向
け
て
、
伝
書
鳩
が
運
ん

で
い
た
そ
う
で
す
。
１
９
３
８
年
の
東
京
朝
日
新
聞

は
紙
面
で
「
伝
書
鳩
総
数
４
５
０
羽
、
1
日
平
均
使
用

53
羽
、
1
日
飛
行
距
離
合
計
２
４
１
４
キ
ロ
」
と
報

じ
て
い
ま
す
。
有
楽
町
に
は
１
０
０
０
羽
は
い
た
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
鳩
の
街
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
し
て
、
い
ま
で
も
有
楽
町
は
劇
場
や
映
画
館
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
は
日
本
の
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
い
ま
以
上
に
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
街
で
し
た
。

「
帝
国
劇
場
」「
有
楽
座
」「
東
京
宝
塚
劇
場
」「
日

比
谷
映
画
劇
場
」「
千
代
田
劇
場
」「
み
ゆ
き
座
」「
ス

カ
ラ
座
」・
・
・
そ
し
て
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
が
あ
る
と

こ
ろ
に
は
「
日
本
劇
場
」
通
称
日
劇
が
あ
り
ま
し
た
。

銀
幕
ス
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｖ
で
活
躍
し
た
お

馴
染
み
の
昭
和
ス
タ
ー
た
ち
も
、
こ
の
有
楽
町
の
劇

場
か
ら
有
名
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

名
曲
「
有
楽
町
で
逢
い
ま
し
ょ
う
」
は
、Ｔ
Ｖ
番
組
、

映
画
も
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
放
映
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ク
永

井
さ
ん
が
歌
っ
た
有
名
な
曲
で
す
。
こ
の
歌
の
生
み

の
親
と
も
言
え
る
有

楽
町
を
象
徴
し
て
い

た
大
手
百
貨
店
が
閉

店
す
る
日
、
ひ
と
つ

の
時
代
が
終
わ
る
よ

う
に
こ
の
曲
が
流
れ

た
そ
う
で
す
。
有
楽

町
マ
リ
オ
ン
の
と
こ

ろ
に
、
そ
の
歌
碑
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
「
東
京
交
通
会
館
」
で
す
。

「
東
京
交
通
会
館
」
と
い
う
名
前
は
、
東
京
都
交
通

局
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
戦
前
か
ら

東
京
都
交
通
局
の
車
庫
と

本
庁
舎
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
に
入
り
東

京
都
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
備
え
て
こ
の
有
楽
町

一
帯
を
再
開
発
す
る
計
画

を
立
て
ま
す
。
外
堀
は
埋
め
ら
れ
、
数
寄
屋
橋
御
門

は
撤
去
さ
れ
、
高
速
道
路
の
建
設
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
の
開
業
な
ど
、
有
楽
町
界
隈
は
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
ま
す
。

駅
前
に
あ
っ
た
戦
後
の
闇
市
か
ら
発
展
し
た
「
す

し
屋
横
丁
」
も
撤
去
さ
れ
ま
す
。
昭
和
40
年
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
次
の
年
、
１
９
６
５
年
に
「
東

京
交
通
会
館
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。

東
京
都
旅
券
課
は
、
都
内
で
唯
一
の
「
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
最
上
階
に
は
回
転
レ
ス

ト
ラ
ン
が
あ
り
、「
す
し
屋
横
丁
」
に
あ
っ
た
15
店
舗

ほ
ど
が
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
交
通
会
館
内
に
移
転
し

ま
し
た
。
回
転
レ
ス
ト
ラ
ン
は
２
０
２
１
年
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
回
転
は
止
ま
り
ま
し
た
が
、
地
下

に
あ
る
飲
食
店
に
は
、
開
業
当
時
か
ら
あ
る
店
舗
も

ま
だ
数
件
で
す
が
残
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
28
年
に
公
開
さ
れ
た
小
津
安
二
郎
監
督
の
映

画
「
東
京
物
語
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
使
わ
れ
た
画

像
や
「
月
光
仮
面
」
の
歌
が
生
ま
れ
た
店
な
ど
、
有
楽

町
界
隈
の
記
者
達
、

都
庁
職
員
、
当
時
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
溜

ま
り
場
だ
っ
た
「
す

し
屋
横
丁
」
に
想
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
わ

し
た
シ
ョ
ッ
プ
の
あ

る
交
通
会
館
で
、
昭

和
の
雰
囲
気
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

「有楽町で逢いましょう」歌碑
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理
事
会
報
告

【
重
要
】
新
型
感
染
症
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

指
針
と
対
応
の
基
本
方
針
を
継
続

　

第
57
期　

第
１
回
理
事
会　
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
事
務
局

　

７
月
12
日（
水
）
17
時
〜 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
併
用

（
開
催
予
定
）

・
第
29
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
7
月
30
日
（
日
）

　
人
数
：
20
名
　

　
※
レ
イ
ク
相
模
（
無
事
開
催
済
）

・
川
平
朝
清
殿
カ
ジ
マ
ヤ
ー
を
祝
う
会

　
9
月
18
日
（
月
）

　
参
加
人
数
：
経
営
協
か
ら
50
名
ほ
ど
参
加

　
発
起
人
：
当
協
会
の
新
垣
進
会
長
　
比
嘉
孝
理
事

　
は
発
起
人
と
し
て
出
席

　
※
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
無
事
開
催
済
）

　

第
57
期　

第
２
回
理
事
会　
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
事
務
局

　

８
月
23
日（
水
）
17
時
〜 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
併
用

（
開
催
予
定
）

・
第
16
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー
　
経
営
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

　
題
目
：
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

　
講
師
：
金
城
敦
理
事

　
２
０
２
３
年
10
月
16
日
（
月
）

　
定
員
：
39
名

　
※
エ
ッ
サ
ム
神
田
ホ
ー
ル
2
号
館
　
　

　

第
57
期　

第
３
回
理
事
会　
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
事
務
局

　

９
月
13
日（
水
）
17
時
〜 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
併
用

（
開
催
予
定
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
ナ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
日
時 

：
10
月
18
日
（
水
）

　
場
所 

：
ビ
ス
ト
ロ
　
グ
ラ
ッ
ソ
（
湯
島
）

　
人
数
：
定
員
25
名
（
別
途
告
知
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
ナ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
日
時
：
11
月
15
日
（
水
）

　
場
所
：
石
川
元
信
会
員
の
経
営
す
る
ス
ナ
ッ
ク

　
人
数
：
定
員
25
名
（
別
途
告
知
）

（
終
了
報
告
）

・
ラ
ジ
オ
　
か
わ
さ
き
Ｆ
Ｍ
「
琉
球
リ
ミ
テ
ッ
ド
」

　
会
員
（
正
会
員
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
出
演
　
８
月
度
：
沖
縄
タ
イ
ム
ス
　
吉
田
央
支
社
長

〈
今
後
の
予
定
〉

・
第
４
回
理
事
会

　
日
時
：
10
月
11
日
（
水
）　
場
所
：
経
営
協
事
務
所

・
第
５
回
理
事
会

　
日
時
：
11
月
８
日
（
水
）　
場
所
：
経
営
協
事
務
所

・
第
６
回
理
事
会

　
日
時
：
12
月
11
日
（
月
）　
場
所
：
経
営
協
事
務
所

（
終
了
報
告
）

・
ラ
ジ
オ
　
か
わ
さ
き
Ｆ
Ｍ
「
琉
球
リ
ミ
テ
ッ
ド
」

　
会
員
（
正
会
員
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
出
演
　

7
月
：
Ｆ
Ｃ
琉
球
　
熊
田
将
昭
会
員
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広告募集中
● 【小】85 ×85mm  ：10,000円   ● 【中】85×180mm：20,000円   ● 【大】180×180mm：40,000円
● 1P-A（裏表紙の裏面）：60,000円　● 1P-B（裏表紙）：60,000円

沖
縄
タ
イ
ム
ス
東
京
支
社　

支
社
長　

吉
田　

央

頑
張
る
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
を
応
援
し
ま
す

関
東
沖
縄
経
営
者
協
会
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
！
７
月
か
ら
沖
縄
タ
イ
ム
ス
東
京
支

社
の
支
社
長
と
し
て
東
京
に
赴
任
し
て
お
り
ま
す
、
吉

田
央
（
よ
し
だ
・
な
か
）と
申
し
ま
す
。

ナ
イ
チ
ャ
ー
風
の
名
字
で
す
が
、
父
は
今
帰
仁
、
母

は
那
覇
出
身
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
で
す
。「
吉
田
」
は
父

方
の
姓
で
す
が
、実
は
戦
前
ま
で
沖
縄
に
よ
く
あ
る
「
金

城
」だ
っ
た
そ
う
で
す
。

戦
前
・
戦
中
に
沖
縄
で
は「
皇
民
化
教
育
」と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。「
方
言
で
は
な
く
共
通
語
を
使
え
」

と
い
う
ヤ
マ
ト
か
ら
の
強
制
が
あ
り
、
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ

を
使
っ
た
子
が
罰
を
受
け
た「
方
言
札
」
が
有
名
で
す

ね
。
父
方
は
そ
の
頃
に
姓
を
ヤ
マ
ト
風
に
変
え
た
よ
う

で
す
。

弊
社
に
は
も
う
一
人「
吉
田
」と
い
う
男
性
記
者
が
い

る
の
で
す
が
、
彼
も
昔
は「
金
城
」だ
っ
た
そ
う
で
す
。
父

方
は
那
覇
市
泊
の
よ
う
な
の
で
私
と
つ
な
が
り
は
な
い

の
で
す
が
、
こ
ん
な
偶
然
が
あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

私
の
父（
79
）は
現
役
時
代
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
勤
務
し
て
い

た
の
で
、
私
は
幼
稚
園
～
小
１
ま
で
横
浜
市
港
北
区
で
、

小
２
～
中
２
ま
で
は
杉
並
区
高
円
寺
で
育
ち
ま
し
た
。

だ
か
ら
東
京
に
も
沖
縄
に
も
愛
着
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ま
と
同
じ
く「
本
土
在
住
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
み
る

沖
縄
」
の
目
線
と「
沖
縄
か
ら
見
る
本
土
」
の
両
方
の
視

点
を
持
ち
、
仕
事
を
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
東
で
頑
張
っ
て
い
る
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
を
紹
介
す

る
の
も
大
切
な
役
割
で
す
。
最
近
で
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
前
回
、
登
場
し
て
い
た
Ｆ
Ｃ
琉
球
の
熊
田
将
昭
さ
ん

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
自
薦
、
他
薦
の
売
り
込
み
は
、

ど
し
ど
し
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
タ
イ
ム
ス
は
関
東
に

い
て
も
ウ
ェ
ブ
版
で
快
適
に
読
め
ま
す
の
で
、
購
読
の

申
し
込
み
も
随
時
、
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
何
か
あ

り
ま
し
た
ら
吉
田（
写
真
右
か
ら
2
人
目
）の
携
帯
を

鳴
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。


